
船
栄
豊
丸
七
千
ト
ン
に
乗
船
し
、
同
十
一
月
四
日
舞
鶴
に
上
陸

し
て
帰
郷
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
中
旬
、
新
潟
県
庁
に
赴
き
復
職
の
挨

拶
を
な
し
、
新
潟
県
巡
査
と
し
て
復
職
し
た
。

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
付
を
も
っ
て
円
満
退
職
し
た
。

軍
隊
・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
足
か
け
七
年
、
警
察
官
二
十
六
年
、
合

計
三
十
三
年
三
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
会
社
員
と
し
て
十
年

働
き
、
現
在
無
職
で
あ
る
。
八
十
二
歳
八
ヵ
月
と
な
る
。
健
康

で
あ
る
。

（
新
潟
県
　
長
谷
川
八
郎
）

抑

留

記
　 

富
山
県
　
中
葉
正
義
　 

氷
見
市
地
蔵
町
、
紺
野
六
平
の
三
男
と
し
て
大
正
十
三
（
一

九
二
四
）
年
八
月
二
十
九
日
出
生
。
家
業
は
漁
業
及
び
鮮
魚
販

売
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
、
上
伊
勢
尋
常
小
学
校
入
学
。

十
二
年
、
南
土
小
学
校
高
等
科
入
学
。
十
四
年
、
卒
業
。

昭
和
十
九
年
十
月
、
現
役
と
し
て
広
島
、
村
上
旅
館
へ
集
合

し
、
十
一
月
一
日
、
満
州
牡
丹
江
省
、
満
州
四
五
三
部
隊
輜
重

大
隊
に
入
隊
。
入
隊
時
、
地
下
足
袋
で
し
た
が
、
入
隊
後
、
中

古
の
長
靴
が
当
た
り
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
の
大
動
員
に
て
牡
丹
江
に
多
く
の
兵
士
が
集
合

さ
せ
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
南
方
面
へ
移
動
さ
せ
ら
れ
た
後
へ
我
々

が
入
隊
し
た
の
で
、
部
隊
は
が
ら
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。
入
隊

は
三
個
中
隊
で
し
た
。

終
戦
は
安
東
に
て
知
り
ま
し
た
が
、
当
地
は
離
れ
て
い
た
た

め
状
況
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

七
九
旅
団
全
部
安
東
市
外
に
お
り
、
毎
日
、
特
攻
隊
の
訓
練

に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。
安
東
に
て
特
攻
訓
練
中
で
、
そ
の
時

は
た
だ
た
だ
呆
然
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
訓
練
を
し
な

い
で
済
む
と
ほ
っ
と
い
た
し
、
今
後
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心

配
し
ま
し
た
。

現
地
召
集
の
方
は
解
散
し
ま
し
た
が
、
不
穏
の
状
況
の
た
め

再
び
軍
隊
へ
戻
り
ま
し
た
。
大
連
方
面
の
方
は
無
事
行
か
れ
た

よ
う
で
す
。
私
は
在
満
で
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
軍
隊
に
留
ま

り
ま
し
た
。



終
戦
時
は
安
東
市
内
警
備
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
に

な
り
、
ソ
連
の
命
に
よ
り
奉
天
へ
集
合
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

奉
天
（
瀋
陽
）
在
住
の
日
本
人
は
、
略
奪
、
暴
行
、
い
ろ
い

ろ
と
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
見
た
こ
と
は
な
い
。

武
装
解
除
後
九
月
、
第
四
五
大
隊
と
し
て
「
東
京
ダ
モ
イ
」

と
言
わ
れ
有
蓋
列
車
に
詰
め
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
列
車
は
ど
ん

ど
ん
西
へ
西
へ
と
走
る
の
で
、
初
め
て
騙
さ
れ
た
と
知
り
ま
し

た
。
寝
る
と
き
は
背
中
を
下
に
で
き
ず
、
横
向
き
で
す
。
列
車

は
夜
だ
け
し
か
走
ら
な
い
。
ト
イ
レ
に
は
人
を
ま
た
ぐ
の
で
は

な
く
人
の
上
を
歩
く
の
で
、
ド
ア
の
近
く
の
人
は
い
つ
も
雫
が

か
か
り
大
変
で
し
た
。

奉
天
～
北
安
～
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
ま
で
十
月
い
っ
ぱ

い
か
か
り
ま
し
た
。
十
一
月
、
黒
龍
江
は
氷
が
張
り
、
ハ
ッ
パ

に
て
氷
を
粉
砕
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
二
十
年
九
月
、
輸
送
途
中
に
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
チ
タ

飛
行
場
よ
り
十
一
月
十
五
日
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
州
ウ
ラ
ン
ウ
デ
病

院
に
入
院
し
ま
し
た
。
意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
が
つ
い
た

と
き
は
三
月
で
し
た
。
病
院
で
は
毎
日
の
よ
う
に
亡
く
な
ら
れ

た
人
が
い
ま
し
た
。
私
も
近
く
の
人
を
何
人
も
目
撃
し
ま
し

た
。私

自
身
、
骨
と
皮
に
な
り
、
そ
こ
で
働
く
人
の
話
で
は
、

「
君
は
よ
く
助
か
っ
た
な
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
五
月
十
六
日

に
退
院
し
ま
し
た
が
、
私
の
軍
服
は
五
月
だ
と
い
う
の
に
血
便

が
し
み
つ
い
た
ま
ま
な
の
で
、
死
ん
だ
人
の
軍
服
を
戴
き
退
院

し
、
し
ば
ら
く
第
一
分
所
で
三
級
者
と
し
て
半
日
労
働
に
就
き

ま
し
た
。

毎
月
身
体
検
査
が
あ
り
、
等
級
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
級
者

は
一
〇
〇
％
、
二
級
者
八
〇
％
、
三
級
者
は
半
日
労
働
、
Ｇ
・

Ｆ
（
栄
養
失
調
）
者
と
四
階
級
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

七
月
に
二
級
で
営
外
労
働
と
な
り
、
市
内
の
缶
詰
工
場
及
び

製
粉
工
場
に
て
働
か
さ
れ
ま
し
た
。
三
〇
地
区
全
体
で
二
十
四

人
く
ら
い
で
し
ょ
う
。
第
一
収
容
所
（
本
部
）
は
六
百
人
く
ら

い
。
第
二
分
所
・
第
三
分
所
は
ほ
と
ん
ど
伐
採
で
各
三
百
人
。

第
四
分
所
は
ほ
と
ん
ど
製
材
所
。
第
五
分
所
、
第
六
分
所
は
伐

採
。作

業
は
伐
採
及
び
集
積
、
積
荷
で
、
労
役
の
時
間
は
午
前
八

時
～
午
後
四
時
。

伐
採
の
ノ
ル
マ
は
、



切
口
二
十
セ
ン
チ
以
下
は
三
立
米
（
立
方
メ
ー
ト
ル
）

各
一
人

四
十
セ
ン
チ
以
下
は
五
立
米
　
各
一
人

六
十
セ
ン
チ
以
上
　
六
立
米
　
各
一
人

長
さ
　
四
・
三
五
メ
ー
ト
ル
　
五
・
三
五
　
六
・
三
五

口
径
　
五
十
二
セ
ン
チ
　
　
　
四
十
四
　
　
三
十
六

一
立
米
　
　
　
　
　
一
立
米
　
　
一
立
米

の
三
通
り
だ
け
。
ノ
ル
マ
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
食
事

の
減
配
で
、
普
通
食
パ
ン
三
百
五
十
グ
ラ
ム
が
、
三
百
グ
ラ
ム

～
二
百
五
十
グ
ラ
ム
に
な
る
。

伐
採
は
三
人
一
組
で
あ
る
が
、
二
人
一
組
と
し
て
作
業
し
ま

し
た
。

労
役
に
ま
つ
わ
る
悲
喜
は
、
同
じ
同
胞
と
し
て
営
内
作
業
者

は
一
〇
〇
％
、
ま
た
自
動
車
運
転
者
及
び
技
術
者
は
二
〇
〇
％

～
三
〇
〇
％
と
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
側

に
内
緒
に
て
、
皆
、
平
等
に
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ

し
、
食
事
前
に
各
組
の
作
業
％
を
積
み
上
げ
る
の
で
、
皆
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
一
生
懸
命
が
ん
ば
ら
ず
に
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
％
が
少
な
い
と
肩
身
の
狭
い
思
い
で
す
。

労
役
に
就
く
の
は
、
医
者
の
診
断
に
よ
り
休
業
に
な
っ
た
以

外
は
全
員
作
業
者
で
す
。

冬
期
間
は
零
下
三
五
度
以
下
に
な
っ
た
ら
一
応
待
機
し
、
作

業
係
（
ソ
連
兵
）
は
寒
暖
計
を
見
て
煙
草
の
煙
を
吹
き
つ
け
、

零
下
三
〇
度
に
な
っ
た
ら
集
合
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。
太
陽
が

出
る
十
時
ご
ろ
出
発
し
、
午
後
二
時
、
太
陽
が
沈
む
こ
ろ
帰
り

ま
す
。
冬
期
間
は
収
容
所
の
周
り
ば
か
り
で
、
遠
く
へ
は
行
き

ま
せ
ん
。

労
役
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
は
医
者
の
診
断
に
て
休
業
何
日
と

入
室
し
、
見
込
み
の
な
い
者
は
そ
の
都
度
、
本
部
へ
送
還
さ
れ

入
院
で
す
。
健
康
管
理
は
自
分
で
す
る
だ
け
。
お
腹
が
空
く
の

で
い
ろ
い
ろ
な
野
草
を
食
べ
た
人
も
い
た
が
、
栄
養
失
調
で
下

痢
し
た
ら
も
う
最
期
で
す
。

朝
、
点
呼
し
て
出
発
し
ま
す
が
、
伐
採
で
山
の
奥
ま
で
各
組

百
メ
ー
ト
ル
単
位
で
入
る
の
で
、
最
後
の
組
は
集
結
地
ま
で
大

変
で
す
。
寒
い
の
で
足
を
た
ん
た
ん
踏
ん
で
待
ち
ま
す
が
、
体

力
が
な
い
の
で
伐
採
の
木
を
ま
た
い
で
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、

夢
遊
病
者
の
如
く
材
木
を
迂
回
し
て
、
た
だ
無
言
で
、
無
気
力



で
集
ま
る
だ
け
で
す
。

着
衣
は
、
初
年
度
か
ら
二
十
一
年
は
我
が
軍
隊
の
防
寒
具
で

し
た
。
そ
の
後
、
満
州
の
綿
入
り
の
服
、
二
十
二
年
か
ら
二
十

三
年
、
段
々
と
よ
く
な
り
、
ロ
シ
ア
用
の
綿
入
り
で
、
最
後
の

年
は
皮
の
シ
ュ
ー
バ
が
、
ま
た
靴
は
カ
ー
ト
ン
キ
（
フ
ェ
ル
ト

を
圧
縮
し
た
品
）

、
帽
子
も
ロ
シ
ア
軍
人
の
払
い
下
げ
品
で
し

た
。最

初
の
年
は
満
州
か
ら
持
参
の
高
粱
飯
で
し
た
が
、
後
に
燕

麦
、
粟
、
大
麦
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
穀
類
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
し

た
。一

日
の
糧
秣
は
穀
類
四
百
グ
ラ
ム
、
砂
糖
一
五
グ
ラ
ム
、

野
菜
八
百
グ
ラ
ム
、
煙
草
（
き
ざ
み
）
五
グ
ラ
ム
（
五
本
）

、

肉
類
不
明
。

秋
の
期
間
は
全
員
山
へ
出
か
け
、
き
の
こ
が
沢
山
出
る
の

で
、
一
人
マ
ー
タ
イ
（
麻
袋
）
に
一
杯
取
っ
て
来
る
の
で
す
。

ソ
連
の
命
に
よ
る
。
一
部
は
糧
秣
受
領
の
野
菜
と
な
る
。

休
日
は
一
週
間
に
一
回
あ
り
ま
し
た
。

収
容
所
の
建
築
は
、
ロ
シ
ア
特
有
の
丸
太
材
を
積
み
重
ね
た

建
物
で
、
電
気
も
な
し
。
窓
は
二
重
窓
で
し
た
。
便
所
は
、
兵

舎
よ
り
少
な
く
と
も
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
た
め
、

冬
期
間
は
大
変
で
し
た
。
採
暖
は
ペ
ー
チ
カ
が
三
ヵ
所
あ
り
ま

し
た
。
起
居
は
上
・
下
に
一
人
ず
つ
、
計
四
人
で
し
た
。
南
京

虫
に
刺
さ
れ
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

二
十
年
、
二
十
一
年
、
二
十
二
年
と
ほ
と
ん
ど
山
で
の
生
活

で
し
た
の
で
、『
日
本
新
聞
』
も
来
ま
し
た
が
、
た
だ
眺
め
る

だ
け
、
体
が
ひ
ど
い
の
で
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二
十
三
年
六
月
に
「
ダ
モ
イ
」
と
言
わ
れ
ナ
ホ
ト
カ
に
来

て
、
初
め
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
梯
団
と
一
緒
に
な
り
ま
し
た

が
、
二
年
も
三
年
も
先
に
洗
脳
さ
れ
た
者
ば
か
り
で
、
我
々
は

常
に
反
動
分
子
と
み
な
さ
れ
、
そ
こ
で
人
員
を
ば
ら
ば
ら
に
編

成
さ
れ
、
徹
底
的
に
民
主
教
育
が
な
れ
さ
ま
し
た
。
私
は
若

か
っ
た
の
で
青
年
行
動
隊
に
さ
せ
ら
れ
、
一
般
大
衆
を
引
率
、

常
に
討
論
、
文
化
活
動
の
先
頭
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
夜
寝
る

ま
で
学
習
ま
た
学
習
、
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
の
毎
日
で
し

た
。
民
主
教
育
が
徹
底
し
、
ち
ょ
っ
と
口
を
滑
ら
す
と
す
ぐ
反

動
呼
ば
わ
り
さ
れ
、
つ
る
し
上
げ
に
遭
い
、
自
己
批
判
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
作
業
も
、
ソ
同
盟
を
強
化
す
る
こ
と
は
民
主
陣
営

を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
誠
心
誠
意
、
一
生
懸
命
に
働
か
ざ



る
を
得
ま
せ
ん
。

二
十
二
年
ご
ろ
、
シ
ラ
ミ
が
湧
き
、
責
任
者
が
罰
せ
ら
れ

チ
ョ
ル
マ
ン
（
獄
舎
）
に
夜
だ
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

飢
え
と
寒
さ
と
重
労
働
の
中
で
は
自
分
だ
け
が
頼
り
で
あ

り
、
他
人
は
守
っ
て
く
れ
な
い
。
ど
れ
だ
け
美
句
を
言
わ
れ
て

も
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
、
こ
れ
に
徹
す
る
の
み
。

二
十
二
年
ご
ろ
日
本
へ
手
紙
を
出
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

返
事
が
一
年
く
ら
い
で
届
き
、
二
人
の
兄
は
無
事
帰
還
し
た
と

の
報
に
無
性
に
帰
り
た
く
、
こ
れ
は
死
ん
で
は
い
け
な
い
、
親

に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
一
層
体
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

ウ
ラ
ン
ウ
デ
地
区
か
ら
二
十
三
年
六
月
に
ダ
モ
イ
と
言
わ
れ

て
ナ
ホ
ト
カ
地
区
に
着
き
ま
し
た
が
、
船
が
一
向
に
来
ず
、
そ

の
う
ち
に
ナ
ホ
ト
カ
地
区
の
労
働
大
隊
へ
編
入
さ
せ
ら
れ
、
毎

日
ナ
ホ
ト
カ
港
拡
張
の
た
め
、
岩
盤
に
二
人
一
組
で
火
薬
の
入

る
穴
を
午
前
中
一
個
、
午
後
一
個
と
掘
り
ま
し
た
。
眼
下
に
喜

び
勇
ん
で
日
本
へ
帰
る
同
胞
を
見
て
、
大
変
う
ら
や
ま
し
か
っ

た
。
十
一
月
に
な
り
「
今
年
は
こ
れ
で
終
了
」
と
聞
き
、
ま
た

来
年
ま
で
か
と
が
っ
か
り
。
ま
た
一
冬
過
ご
す
の
か
と
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。

明
け
て
二
十
四
年
、
再
び
ナ
ホ
ト
カ
（
三
八
〇
分
所
）
へ
入

り
毎
日
船
を
待
ち
ま
し
た
が
、
六
月
に
な
っ
て
も
一
向
に
船

が
来
ず
。
そ
の
う
ち
に
ソ
連
の
命
に
よ
り
、
当
分
所
よ
り
三
百
人

ほ
ど
ス
ー
チ
ャ
ン
地
区
へ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
及
び
キ
ャ
ベ
ツ
の
植

付
け
に
出
張
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
植
付
け
が
終
了
し
た
と
き
半

分
ほ
ど
帰
り
、
そ
の
都
度
帰
る
人
が
い
ま
し
た
が
、
私
は
技
術

者
（
大
工
）
と
し
て
い
た
の
で
三
十
人
ほ
ど
最
後
ま
で
残
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
十
一
月
三
十
日
、
今
年
最
後
の
船
（
信
洋
丸
）
に
乗

船
。
船
が
ナ
ホ
ト
カ
を
離
れ
た
途
端
、
将
校
連
中
が
日
の
丸
梯

団
と
し
て
気
勢
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
巡

査
及
び
憲
兵
、
特
務
機
関
の
方
々
が
い
ま
し
た
。

舞
鶴
港
に
十
二
月
二
日
着
。
直
ち
に
要
求
書
を
復
員
業
務
官

に
突
き
つ
け
、
要
求
が
通
ら
な
け
れ
ば
と
上
陸
拒
否
を
続
け
、

五
日
に
上
陸
、
復
員
手
続
等
を
一
週
間
ほ
ど
し
て
、
十
二
日
に

帰
宅
し
ま
し
た
。

軍
隊
及
び
抑
留
と
五
年
間
も
空
白
が
あ
り
、
皆
は
職
に
就
き

ま
し
た
が
、
私
は
赤
呼
ば
わ
り
で
大
会
社
へ
就
職
で
き
ず
、
い



つ
も
中
小
企
業
ま
た
は
請
負
業
者
の
労
働
で
し
た
。
し
か
し
、

ソ
連
で
鍛
え
た
寒
さ
に
打
ち
か
つ
精
神
力
、
忍
耐
力
、
ま
た
食

料
不
足
を
身
を
も
っ
て
知
り
、
食
物
の
あ
り
が
た
さ
を
特
に
痛

感
い
た
し
、
ま
た
何
事
に
も
創
意
工
夫
を
こ
ら
す
生
活
に
は
自

信
を
持
ち
ま
し
た
。

抑

留

記
　 

富
山
県
　
谷
村
文
平
　 

出
生
か
ら
入
隊

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
富
山
県
西
礪
波
郡
西
太
美
村
で

生
誕
。
父
は
当
時
村
長
、
比
較
的
豊
か
な
農
家
の
五
番
目
と
し

て
出
生
。
全
国
的
な
流
感
の
ま
ん
延
で
重
い
肺
炎
を
病
み
死
線

を
さ
ま
よ
う
。
死
ぬ
か
も
と
父
に
抱
か
れ
た
写
真
が
残
っ
て
い

る
。小

学
校
時
代
は
最
低
の
虚
弱
児
童
、
中
等
学
校
で
も
結
核
で

助
か
ら
ぬ
第
一
号
と
見
ら
れ
て
い
た
。
小
学
校
時
代
、
生
家
没

落
、
分
家
の
叔
父
の
養
子
と
な
る
。
農
学
校
か
ら
国
立
盛
岡
高

等
農
林
学
校
（
農
芸
化
学
科
）
に
進
む
。
こ
の
頃
か
ら
体
力
も

人
並
み
に
到
達
。
日
本
は
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
へ
と
移
行

す
る
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
卒
業
、
当
時
学
生
の
一
番

あ
こ
が
れ
る
国
策
企
業
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
採
用
さ
れ

た
。
日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
か
ら
獲
得
し
た
鉄
道
、
鉱
山
、
港
湾

を
経
営
す
る
会
社
で
、
当
時
は
ま
さ
に
花
形
企
業
で
あ
っ
た
。

配
属
さ
れ
た
の
は
牡
丹
江
鉄
道
局
。
直
接
ソ
連
の
軍
港
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
、
陸
軍
の
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
と
相
対
時
す
る
要
衝
で
あ

る
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
と
れ
る
。
こ
こ
で
近
隣
に
住
む
ロ

シ
ア
人
の
家
で
ロ
シ
ア
語
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
の
は
、

置
か
れ
た
地
理
的
環
境
か
ら
至
極
当
然
で
あ
っ
た
。

適
齢
期
に
あ
っ
た
の
で
昭
和
十
五
年
、
牡
丹
江
で
徴
兵
検

査
、
甲
種
合
格
。
本
土
で
の
入
営
を
希
望
、
昭
和
十
六
年
一
月

帰
国
、
二
月
入
営
。
敦
賀
歩
兵
第
一
九
連
隊
通
信
中
隊
で
あ

る
。
師
団
は
第
九
師
団
（
金
沢
）
で
あ
る
が
、
当
時
既
に
中
国

東
北
部
牡
丹
江
市
に
駐
屯
、
歩
兵
第
一
九
連
隊
は
更
に
牡
丹
江

市
と
国
境
線
の
中
間
地
点
の
穆
稜
に
い
た
。
図
ら
ず
も
入
営
前

の
勤
務
地
に
舞
い
戻
る
形
に
な
っ
た
。
入
営
は
二
月
、
七
尾
港

か
ら
盛
大
な
見
送
り
で
羅
津
に
上
陸
、
鉄
路
牡
丹
江
に
送
ら
れ




